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１．概要（Summary） 

 我々はこれまでに、ナノメートルオーダーの急峻な温度

勾配による物質輸送現象「熱泳動」を利用し、溶液中のナ

ノ粒子をそのサイズや化学種によってふるい分けする分

析手法の開発に取り組んでいる。熱泳動自体は古くから

知られている現象であるが、近年のナノテクノロジーの発

展に伴い急速に注目を集めている。しかしながら、この研

究過程で、肝心の急峻な温度勾配を生み出す熱源およ

び試料セルの作製がボトルネックとなっている。 

 そこで、ナノテクノロジープラットフォームの設備を利用し、

ガラス基板上に金属ナノ薄膜を蒸着した薄型試料セルを

作製する。 

 

２．実験（Experimental） 

【利用した主な装置】 

LED描画システム 

多元 DC/RF スパッタ装置 

マスクアライナー 

接触式膜厚測定器 

 

【実験方法】 

試料セルは、フォトリソグラフィにより成形した。大まかな

流れとして、(1) クロム蒸着したガラス板の作製、(2) LED

描画を用いたフォトマスクの作製、(3) フォトマスクを用い

たガラス/SU-8セルの作製、(4) 作製した SU-8セルの膜

厚測定である。 

まず、洗浄したガラス板に、多元 DC/RF スパッタ装置

を用いてCrを膜厚 140 nmとなるよう蒸着した。次に、作

製した Cr蒸着ガラス板にポジ型フォトレジストの AZマテ

リアルをスピンコーターにより塗布し、熱硬化した。LED

描画システムへセットし、CAD で設計したマイクロパター

ンに沿ってLED光を照射した。洗浄により露出したCrを

除去した。このように作製した基盤をフォトマスクとした。次

に、SU-8 を塗布したカバーガラスにフォトマスクとともに、

マスクアライナーにて紫外光を照射した後、ベイクした。そ

の後、SU-8が完全に反応し再び熱硬化させ、これを試料

セルとした。作製した試料セルの写真と明視野観察画像

を Fig. 1に示す。 

 

３．結果と考察（Results and Discussion） 

 作製した試料セルの膜厚測定のために接触式膜厚測定

器を用いた。その結果、作製した試料セルの膜厚は 1.4 

mであった。この試料セルを用いることで、ポリスチレンナ

ノ粒子の熱泳動現象を観察することに成功した。 

 

Fig.1 (a) A photograph of and (b) a bright-field 

micrograph of a sample cell. 
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